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吉井川におけるアユの産卵場と流下に係る問題

近 藤 正 美・増 成 伸 文

The…Problem…of…the…Spawning…Area…and…Downstream

Migration…of…Ayu…Plecoglossus altivelis altivelis…Larvae…in…Yoshii…River

Masayoshi…KONDO…and…Nobufumi…MASUNARI

　アユ…Plecoglossus altivelis altivelisは，内水面漁業に

重要な魚種で，漁業協同組合が大量に人工種苗を放流

している＊にもかかわらず，漁獲量が著しく減少してい

る1，2）。その一因として天然遡上魚の減少が指摘されて

いることから，地元の海産アユを資源としていかすこと

が求められるようになっている3）。アユの遡上個体数は，

海に下る仔魚の数と海域における稚魚の生残率という 2

つの要素によって大きく左右されると考えられている4）

ことから，海域への仔魚の添加状況を把握するため吉井

川における産卵場及び仔魚の流下状況を調査した。

材料と方法

　調査場所　調査場所を図 1 に，鴨越堰右岸魚道におけ

る流下仔魚採捕場所を図 2 に示した。吉井川は岡山県東

部に位置し，児島湾の東端に注ぐ幹川流路延長133km，

流域面積2,110km2の一級河川である。産卵場調査は，吉

井川南部漁業協同組合の聞き取り調査と過去の調査結

果5，6）を基に，金剛川の合流点から下流 5 箇所の瀬（St.…

1,2,3,4,5）で実施した。流下仔魚調査は，鴨越（堰St.…6）

で実施した。

　水温　水温は，St.…4で自動観測装置（デ−タ・ロガ−

Onset社製）を用いて30分毎に計測した。産卵場調査時

には水銀温度計を，流下仔魚調査時には自動観測装置を

用いて測定した。河川流量は，国土交通省中国地方整備

局岡山河川事務所による津瀬観測所の測定デ−タを使用

した。

　産卵場調査　2012年10月25，26日にSt.…1〜5の瀬を踏

査し，産着卵を目視確認することで，産卵場内の産卵床

の分布状況を把握した。産卵場の規模を把握するため，

産卵範囲を巻き尺で測定し，産卵場の面積を計測した。

産卵密度の計測は，産卵床内の代表箇所にコドラート

（50cm×50cm）を設置し，コドラート内の産着卵数を

コドラートの面積で除することで算出した。産卵床内の

＊…http://www.naisuimen.or.jp/fising/ayu/h24ayu.pdf
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図 2 　鴨越堰右岸魚道における流下仔魚採捕場所
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産卵密度が異なっていたSt.…4においては，高密度の場所

と低密度の場所でそれぞれ面積と産卵密度を算出し，総

産卵数を推定した。水深はアルミスタッフで，流速は

JFEアドバンテック社製の河川用電磁流速計AEM1-Dで

計測した。測定場所は，着卵が確認された場所では産卵

場の中央部において，確認されなかった場所では代表的

な瀬で計測した。

　流下仔魚の採捕　流下仔魚調査は，St.…6右岸魚道内の

東出口で実施した。11月15日調査時は，右岸魚道内の西

出口でも実施し，同一魚道内の採捕場所による差を検討

した。採捕には網口50×25cm，長さ110cm，目合0.494mm

（GG38）のプランクトンネットを使用し，11月 8 日に17

〜22時まで，11月15日に17〜21時まで，11月19日に17〜

18時までそれぞれ 1 時間毎に10分間採捕した。流速は回

転計（5571-A，㈱離合社）を用いて測定した。採捕し

た仔魚は，現場において75%エタノ−ルで固定して持ち

帰り，尾数を計数した後，塚本7）に準じて卵黄指数を求

めた。

　流下仔魚数の推定　調査時毎の単位水量当たりの流下

仔魚数は次式によって求めた。

　N＝n/（600v×s）

　ただし，Nは 1 m3当たりの流下仔魚数，nは採捕時別

採捕尾数，vは流速（m/s），sはネットの網口面積とした。

結果と考察

　水温　St.…4における日最低水温の推移を図 3 に示し

た。アユのふ化適温は20〜12℃とされているが8，9），’12

年に日最低水温が20℃台になったのは10月14日で，12℃

を下回ったのは11月15日と，’08〜11年平均とほぼ同じで

あった。産卵場調査を実施した10月25〜26日は，日最低

水温が16℃台であり，産卵盛期10）と考えられた。ふ化

までの積算水温が250℃11）であることから，流下仔魚調

査を実施した11月 8 〜19日にふ化した仔魚は，10月下旬

の産卵盛期のものと推測された。

　産卵場　産卵場の環境調査結果を表 1 に，産卵状況を

表 2 に示した。産卵場の理想的な環境は，河床の表層と

河川水の掃流水が動的な平衡を保ち，河床が砂礫の間に

細砂や沈積が少ない浮き石状とされる12）。St.…2,…4では,

その条件を有していた9.0m2と257.2m2で産着卵が確認で

きた。産着卵密度はSt.…2が644粒/m2，St.…4が5,518粒/m2

で，推定産着卵数はSt.…2が5.8千粒,St.…4が1,419.2千粒で

あった。また，産着卵を確認できなかったSt.…1,…3,…5は，

はまり石が多く河床が安定しており，加えて流速が遅い

St.…3,…5は浮泥が堆積していたことから，St.…1,…3,…5は産卵図 3 　St.…4…における日最低水温の推移
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St.1 10月25日 45 160.0 18.3 無 はまり石が多く，固い安定した河床
St.2 10月25日 30 138.1 18.5 有 浮き石が多く，柔らかい河床
St.3 10月26日 52   5.1 16.9 無 はまり石が多く，固い安定した河床。浮泥が堆積
St.4 10月26日 35 146.5 17.8 有 浮き石が多く，柔らかい河床
St.5 10月26日 60  14.4 19.1 無 はまり石が多く，固い安定した河床。浮泥が堆積

表 1 　産卵場の環境調査結果

調査場所 縦
（ｍ）

横
（ｍ）

面積
（㎡）

産着卵密度
（粒/㎡）

推定産着卵数
（千粒）

St.…1  0.0 0.0 0.0 0 0
St.…2  3.0 3.0 9.0 644 5.8
St.…3  0.0 0.0 0.0 0 0
St.…4 38.1 8.3〜5.2 257.2 5,518 1,419.2
St.…5  0.0 0.0 0.0 0 0

表 2 　場所別産卵状況
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場として利用されていないか，利用されたとしても増水

により河床に変化が生じた短期間だけと考えられた。

　流下仔魚　 8 月から12月における日平均流量の推移を

図 4 に，調査 5 日前から調査日までの日平均流量の推移

を図 5 に示した。日平均流量の最小値は10月15日の

21.9m3/s， 最 大 値 は 9 月19日 の128.0m3/s， 平 均 は

36.6m3/sであった。11月 8 日，11月15日及び11月19日に

おける調査 5 日前から調査日までの日平均流量はそれぞ

れ31.3m3/s，33.1m3/s，52.6m3/sで，11月19日調査時が

11月 8 日及び11月15日調査時より多かった。

　国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所が実施した

調査結果13）とあわせて，日別場所別流下仔魚数を表 3 に，

卵黄指数を表 4 に示した。採捕数はSt.…6が最も多く，次

いで坂根堰の右岸，坂根堰の左岸で，最も少なかったの

はSt.…2であった。

　アユのふ化は日没による照度低下が引き金になり14），

数日間かけて流下する仔魚は昼間には沈降，夜間には浮

上しながら能動的に流下する15）とされる。また，ふ化

からの日数と卵黄指数との関係は，指数 4 または 3 でふ

化から 0 〜 1 日，指数 2 で 2 日程度，指数 1 で 3 〜 4 日

程度，指数 0 で 5 日以上の日数が経過していると推定さ

れている3）。

　産卵場直下のSt.…2で最も多く採捕されたのは，11月15

日の18時であったが，11月16日の 8 〜12時にも採捕され

ている。また，指数 4 の個体が59尾中49尾と多かったが，

指数 0 の個体も 3 尾確認されたことから，St.…2より上流

図 4 　津瀬における日平均流量の推移
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図 5 　調査 5 日前から調査日までの津瀬観測所の
日平均流量の推移　　　　　　　　

表 3 　アユ仔魚の流下状況

調査日 採捕時刻 St.…2※1
坂根堰※1 St.…6

左岸 右岸 Ａ Ｂ

11月 8 日

15：00 0 0 48 − −
17：00 0 0 38 240 −
18：00 − − − 591 −
19：00 7 29 123 433 −
20：00 − − − 375 −
21：00 4 59 0 292 −
22：00 − − − 337 −
23：00 6 0 0 − −

11月 9 日

1 ：00 0 11 138 − −
3 ：00 2 0 0 − −
5 ：00 0 0 226 − −
7 ：00 0 48 0 − −
9 ：00 2 20 0 − −
11：00 0 0 0 − −
13：00 0 0 0
15：00 0 0 0 − −

11月15日

14：00 0 0 38 − −
16：00 0 0 75 − −
17：00 − − − 425 16
18：00 69 0 74 4,088 0
19：00 − − − 1,665 0
20：00 14 9 19 1,926 0
21：00 − − − 1,119 0
22：00 0 49 26 − −

11月16日

0 ：00 0 33 10 − −
2 ：00 3 62 0 − −
4 ：00 0 52 19 − −
6 ：00 0 6 14 − −
8 ：00 5 5 0 − −
10：00 14 0 0 − −
12：00 3 0 5 − −
14：00 0 0 5 − −

11月19日
17：00 − − − 10 −
18：00 − − − 31 −

※1国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所の調査結果
（単位：尾/1,000m3）

※1国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所の調査結果
（単位：尾）

表 4 　流下仔魚の卵黄指数

卵黄
指数 St.…2※1 坂根堰※1

St.…6
11月 8 日 11月15日 11月19日

Ａ Ａ Ｂ Ａ
4 49  2  0  0  0  0
3  4  1  0  0  0  0
2  1  7  0  6  0  1
1  2 14  1 12  0  0
0  3 51 59 42  1  3
計 59 75 60 60  1  4
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にも産卵場が存在していたと考えられた。

　同一魚道内の採捕場所による差を検討した11月15日の

St.…6では，採捕場所Aで18時台に4,088尾/1,000m3採捕し,

その他の時間帯も400尾/1,000m3以上採捕したのに対し,

採捕場所Bでは17時台に16尾/1,000m3採捕しただけで,採

捕数に大きな差が見られた。これは,採捕場所Aが澪筋に

近いためと考えられ，流下仔魚数を推定するためには複

数の場所で調査を実施する必要があると考えられた。

　上流に堰の湛水域が広がっている坂根堰とSt.…6で採捕

した流下仔魚は，指数 0 〜 1 の個体が多かった。これは，

堰上流の湛水域でアユ仔魚が長期間にわたり滞留したた

め3）と考えられ，St.…6で11月19日18時の採捕数が11月15

日18時の0.8％と少なかったのは，11月19日調査前の河

川流量が多かったため，ふ化仔魚が湛水域で滞留するこ

となく流下した可能性が考えられた。ふ化仔魚が絶食限

界前に海に流下することができるか否かは，河川流量に

大きく影響されるものと考えられた。

　また，流下仔魚数はSt.…6が多かったことから，吉井川

における主要な産卵場はSt.…4と考えられた。
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